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Ⅰ はじめに 

関与先企業がご利用のＦＸクラウドシリーズのデータは、ＴＩＳＣ（ＴＫＣインターネット・

サービスセンター）にて安全にお預かりしています。通常、ＴＩＳＣと通信することでシステ

ムをご利用いただける仕組みとなっています。 

近年、ランサムウェア攻撃(*)等のサイバー事件に加え、地震や天災の自然災害も増加してお

り、関与先企業で利用されるＴＫＣシステムにおけるＢＣＰ（事業継続計画）の整備が急務と

なっています。 

(*)ランサムウェアとは、感染するとパソコン・サーバー等に保存されているデータを暗号化して使用できな

い状態にした上で、そのデータを復号する対価（金銭や暗号資産）を要求する不正プログラムです。  

 

ＴＫＣでは、堅牢なセキュリティ対策を実施し、サイバー攻撃の侵入口となり得る箇所を常

時モニタリングすることで、事故の未然防止に努めています。 

一方で、万が一の事態に備える必要もあります。 

そのため、ＴＩＳＣに接続できない場合でも業務が止まらないよう、請求書の発行・給与計

算・年末調整計算といった必要最低限の機能を利用可能とする環境（以下、「非常時環境」と言

います）を構築しています。 

 

当手順書では、ＴＩＳＣに接続できなくなった場合に、非常時環境でＦＸクラウドシリーズ

を利用するための手順を説明します。 
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１．ＴＩＳＣに接続できなくなった場合の処理の流れ 

(1) 通常時 

関与先企業 ＴＩＳＣ 非常時環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ＴＩＳＣに接続できなくなった場合 

関与先企業 ＴＩＳＣ 

(障害発生中) 

非常時環境 

①障害発生～非常時環境の準備まで   

 

 

 

  

 

 

②非常時環境の準備完了後   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＸクラウドシリーズを起動 

ＩＤ・パスワードを入力して

ログイン 

非常時環境の起動リンクをク

リック 

ＦＸクラウドシリーズを起動 

ログイン画面 

ＩＤ・パスワードを入力して

ログイン 

 ホーム画面 

ＦＸクラウドシリーズを起動 障害発生中の案内ページ 

障害発生中の案内ページ 

非常時環境の起動リンクを 

表示 

 

非常時環境のログイン画面 

ホーム画面 
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(3) ＴＩＳＣが復旧した場合 

関与先企業 ＴＩＳＣ 非常時環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＦＸクラウドシリーズを起動 

ＩＤ・パスワードを入力して

ログイン 

 ホーム画面 

非常時環境のデータ上書き

に関するお知らせ 

お知らせをクリック 

ログイン画面 

ＴＩＳＣのデータを非常時環

境のデータで上書きする画面 

 ［操作ログを確認する］ボタ

ンをクリック 

 操作ログ画面 

ＴＩＳＣのみにあるデータを

出力する 

※必要な場合 

［非常時環境のデータで上書

きする］ボタンをクリック 

 
非常時環境のデータをＴＩＳＣ

に上書き（再ログイン） 

出力内容を元に、上書き後の

データにない内容を入力する 

※必要な場合 
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２．非常時環境の注意点  

(1) 非常時環境は、インターネットに接続でき、ＴＩＳＣには接続できない場合にご提供する環

境です。市中のインターネットが寸断されている場合は、非常時環境も利用できません。 

(2) ＦＸクラウドシリーズの販売管理機能、又は給与計算機能をご利用の関与先を対象に提供し

ます。財務会計機能のみをご利用の関与先は、非常時環境は利用できません。ＴＩＳＣの復旧

をお待ちください。 

(3) 非常時環境で処理した内容は、ＴＩＳＣのデータには即座に反映されません。 

ＴＩＳＣが復旧した後、非常時環境のデータをＴＩＳＣのデータに上書きしていただく必要

があります。上書きする場合、ＴＩＳＣが復旧してから２週間以内に行ってください。２週間

を経過後、非常時環境データの上書き、閲覧は行えません。 

(4) 非常時環境データをＴＩＳＣのデータに上書きすると、ＴＩＳＣのデータを上書き前の状態

に戻せません。  



5 

 

Ⅱ ＴＩＳＣに接続できなくなった場合 

給与システムを例に操作手順をご説明します (販管システムについても手順は同様です)。 

１．障害発生～非常時環境の準備まで 

(1) ご利用のブラウザに応じてショートカット又は Windows の［ＴＫＣシステム］＞［ＦＸクラ

ウド（給与 Chrome）］または［ＦＸクラウド（給与 Edge）］をクリックします。 

   

 

(2) ＴＩＳＣに接続できなくなった旨の案内ページが表示されます。 

  復旧の見込みと当面の対応をご確認ください。 

  

 

  長時間、ＴＩＳＣの復旧が見込めない場合に非常時環境をご提供します。非常時環境の準備

には、最大４時間程度かかります。準備ができるまでお待ちください。 
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２．非常時環境の準備完了後 

(1) ご利用のブラウザに応じてショートカット又は Windows の［ＴＫＣシステム］＞［ＦＸクラ

ウド（給与 Chrome）］または［ＦＸクラウド（給与 Edge）］をクリックします。 

   

 

(2) ＴＩＳＣに接続できなくなった旨の案内ページが表示されます。 

当ページのリンクから、非常時環境でＦＸクラウドシリーズを起動できます。復旧の見込み

と当面の対応の内容をご確認ください。 

①復旧を待たずに請求書の発行や給与処理等の業務を行う場合 

非常時環境の起動リンクをクリックします。 

  

非常時環境でご利用いただけるメニューには制限があります。 

非常時環境は、業務を止めることができない請求書の発行、給与計算、年末調整計

算に関する最低限の機能について、ご利用いただけるようにします。そのため、利用

できないメニューがあります。 

詳細は、上記画面のリンクから表示できる『ＦＸクラウドシリーズ_非常時環境でご

利用いただける機能.pdf』をご確認ください。 
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 ②復旧までお待ちいただける場合 

  当ブラウザを閉じ、復旧まで今しばらくお待ちください。 

 

(3) 非常時環境の起動リンクをクリックすると、ログイン画面が表示されます。 

  通常時と同様のＩＤとパスワードを入力し、ログインします。 

   

 

(4) 非常時環境のホーム画面が表示されます。 

  利用方法は、通常時と同様です。 

  
 

利用できるメニューは、上記(2)の画面のリンクから表示できる『ＦＸクラウドシリーズ_非

常時環境でご利用いただける機能.pdf』をご確認ください。 
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Ⅲ ＴＩＳＣが復旧した場合 

上記Ⅱの非常時環境を利用していない場合、当項の処理は不要です。 

給与システムを例に操作手順をご説明します (販管システムについても手順は同様です)。 

１．ＴＩＳＣ復旧後の起動 

(1) ご利用のブラウザに応じてショートカット又は Windows の［ＴＫＣシステム］＞［ＦＸクラ

ウド（給与 Chrome）］または［ＦＸクラウド（給与 Edge）］をクリックします。 

   

 

(2) ログイン画面で、ＩＤとパスワードを入力し、ログインします。 

 

 

(3) 通常（ＴＩＳＣ）のホーム画面が表示されます。この時点では、非常時環境で処理した内容

はＴＩＳＣには反映されていません。（以下、「現在のデータ（ＴＩＳＣ）」と言います。） 

画面上部のお知らせ画面をクリックします。（当お知らせは、ＴＩＳＣが復旧してから、２週

間表示されます。） 
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２．手順１：障害前に入力していた内容の確認 

  障害発生日の 3:00 頃～障害発生日時の間に更新した内容は、非常時環境のデータで上書き

後、入力し直す必要があります。そのため、障害発生日の 3:00頃～障害発生日時の間に更新し

た内容があるか、操作ログを確認します。 

(1) ［操作ログを確認する］ボタンをクリックし、操作ログを別タブで起動します。 

   

(2) 現在のデータ（ＴＩＳＣ）の操作ログ一覧が表示されます。[詳細検索]ボタンを選択します。 
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(3) [詳細検索]ダイアログで次の内容を指定し、[検索]ボタンをクリックします。 

行 項目 指定内容 

1 日時 開始－日付：空欄 

時間：空欄 

終了－日付：今日の日付 

時間：空欄 

2 ユーザ ID 空欄 

3 メニュー 空欄 

4 処理区分 1)販売管理機能をご利用の場合 

 「更新」「出力」にチェック 

2)販売管理機能を未利用（給与計算機能のみ利用）の場合 

 「更新」のみにチェック 

     

 

(4) 現在のデータ（ＴＩＳＣ）の操作ログを確認します。次のいずれか３つのケースがあります。 

  例：障害発生日時：2026年 04月 01日 13:00 

障害復旧日時：2026年 04月 12日 05:00 

  【Ａ：非常時環境で上書きした後に、入力し直しが不要なケース】 

行 日時 メニュー 

1 2026/03/31 17:00:00 給与・賞与計算/振込依頼 

2 2026/03/31 15:00:00 給与・賞与計算/一括計算 

3 2026/03/31 13:00:00 給与・賞与計算/社員別給与・賞与の入力 

 ・・・ ・・・ 

この場合、障害が発生した日（例：2026 年 04 月 01 日）の 3:00 以降、現在のデータ

（ＴＩＳＣ）で入力していないため、非常時環境で上書き後に、入力し直す必要はあり

ません。下記３．(1)【Ａ：非常時環境で上書きした後に、入力し直しが不要なケース】
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の処理を行ってください。 

 

  【Ｂ：非常時環境で上書きした後に、入力し直しが必要なケース】 

行 日時 メニュー 

1 2026/04/01 11:30:00 給与・賞与計算/振込依頼 

2 2026/04/01 10:30:00 給与・賞与計算/一括計算 

3 2026/03/31 17:00:00 給与・賞与計算/社員別給与・賞与の入

力 

 ・・・ ・・・ 

この場合、障害が発生した日（例：2026年 04月 01日）の 3:00以降に、行１、行２の

更新が行われているため、非常時環境で上書きした後、行１、行２で行った入力・更新

処理を再度行っていただく必要があります。下記３．(2)【Ｂ：非常時環境で上書きした

後に、入力し直しが必要なケース】の処理を行ってください。 

 

  【Ｃ：非常時環境で上書きせずに、現在のデータ（ＴＩＳＣ）を利用するケース】 

上記Ｂのとおり、非常時環境をご利用いただいた場合、原則、非常時環境に上書きする

手順をご案内しています。ただし、現在のデータ（ＴＩＳＣ）でのみ入力・更新した内容

が多く、非常時環境に上書きした後に再度入力・更新を行う手間の方が多い場合、現在の

データ（ＴＩＳＣ）をそのまま利用することも可能です。 

この場合、上記Ｂとは逆に、現在のデータ（ＴＩＳＣ）に対して、非常時環境で行った

入力・更新処理を再度行ってください。詳細な手順は、下記３．(3)【Ｃ：非常時環境で上

書きせずに、現在のデータ（ＴＩＳＣ）を利用するケース】を確認してください。 
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３．手順２：非常時環境のデータを現在のデータ（ＴＩＳＣ）に上書きする 

非常時環境のデータを現在のデータ（ＴＩＳＣ）に上書きします。 

上記２．のケースごとに、手順が異なりますのでご注意ください。 

 

(1) 【Ａ：非常時環境で上書きした後に、入力し直しが不要なケース】 

①［非常時環境のデータで上書きする］ボタンをクリックします。 

 

 

給与メニュー、会計メニューのそれぞれで上書きが必要です 

「給与メニュー」のホームのお知らせから、当画面を起動し、非常時環境のデータで

上書きした場合、給与計算機能、年末調整機能に関するデータのみが上書きされます。 

販売管理、財務会計機能のデータを上書きする場合は、「会計メニュー」のお知らせメ

ッセージから行ってください。 

 

(2) 【Ｂ：非常時環境で上書きした後に、入力し直しが必要なケース】 

①上記２．(4)で、表示された操作ログのうち、障害発生した日の 3:00～障害発生日時までに処

理していた現在のデータ（ＴＩＳＣ）のメニューを起動します。 

 

②当メニューの更新内容を確認し、出力できるメニューから更新内容を出力します。 

出力できるメニューの例： 
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・［販売管理］－［売上］－［売上伝票の確認］メニュー 

   ・［販売管理］－［請求］－［発行済請求書の確認・再発行］メニュー 

   ・［販売管理］－［入金・消込］－［入金伝票の確認］メニュー 

・［給与・賞与計算］－［勤怠・支給控除一覧］メニュー（切出しアイコン） 

・［賃金台帳・統計資料等］－［支給実績の切出］メニュー 

・［入社・異動・退職］－［社員の切出・読込］メニュー 

・［提出依頼・受理・入力］－［年調社員情報確認表の印刷］メニュー 

事前に現在のデータ（ＴＩＳＣ）を非常時環境のデータに入力する方法 

該当の入力内容を出力する以外に、現在のデータ（ＴＩＳＣ）の入力内容を非常

時環境のデータに入力する方法もあります。 

①［非常時環境を起動］ボタンから非常時環境を起動します。 

     

②現在のデータ（ＴＩＳＣ）と、非常時環境を並べ、現在のデータ（ＴＩＳＣ）のみで更

新されている内容を非常時環境に入力します。 
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（販売管理機能）請求書等の二重送付にご注意ください 

現在のデータ（ＴＩＳＣ）でのみ発行した請求書等については、非常時環

境で改めて発行処理を行う必要があります。この際、取引先に書類を二重

で送付しないようにご注意ください。 

なお、非常時環境は書類を電子送信できません。発行方法が「電子」の書

類は、書類の発行方法を「印刷」に設定して発行してください。 

  

 

③［非常時環境のデータで上書きする］ボタンをクリックします。 

 

 

④上記②で出力した内容を元に、上書き後のＴＩＳＣのデータに、障害発生日の 3:00頃～障害

発生日時までの入力内容を入力し直します。 
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(3) 【Ｃ：非常時環境で上書きせずに、現在のデータ（ＴＩＳＣ）を利用するケース】 

①［非常時環境を起動］ボタンをクリックします。 

 

 

②現在のデータ（ＴＩＳＣ）の画面と、非常時環境を並べ、非常時環境のみで更新されている

内容を現在のデータ（ＴＩＳＣ）のデータに入力します。 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

非常時環境のデータは２週間閲覧が可能です 

非常時環境は復旧後２週間閲覧ができます。２週間を超えると閲覧できないため、非

常時環境のみで更新されている内容を現在のデータ（ＴＩＳＣ）に入力する場合は、

２週間以内に行ってください。 
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（販売管理機能）請求書等の二重送付にご注意ください 

非常時環境でのみ発行した請求書等については、現在のデータ（ＴＩＳＣ）で改めて

発行処理を行う必要があります。この際、取引先に書類を二重で送付しないようにご

注意ください。 

特に、発行方法が「電子」の書類は、発行処理を行うと取引先に自動で書類が送付され

るほか、送信料が発生します。現在のデータ（ＴＩＳＣ）で改めて発行処理を行う際に

は、書類の発行方法を「印刷」に設定してください。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＸクラウドシリーズ ＴＩＳＣに接続できなくなった場合の対応方法  

   令和８年４月１日   第１版発行 ○ＣＴＫＣ 

              著 者 株式会社 ＴＫＣ 

              発行者 飯塚 真規 

              発行所 株式会社 ＴＫＣ 

               〒162-8585 東京都新宿区揚場町２－１ 

軽子坂ＭＮビル５Ｆ  

不許複製  

※記載されている会社名・製品名・システム名などは、各社の商標、または登録商標です。 
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